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特 集
　「はっけよーい、のこった！のこった！」。川崎市の等々力緑地公園に、“紙芝居師”加
藤雄大（ゆうだい）（３７歳）さんと、子どもたちの元気な声が響く。
　幼稚園の教諭をしていた７年前に、意気揚々と“公園デビュー”したものの、幼児以
外は誰も聞いてくれず悩んだ加藤さん。しかし、１年後の「師匠」と呼ぶ大阪の紙芝居
師との出会いから、“読み聞かせ”から“演じる”方向にシフト。「観客からの野次に応
えてセリフを変えたり、ページごと入れ替えたり、その場で見ている方と世界を共有で
きるのが街頭紙芝居」と語る。
　現在は、毎週第４日曜日１４時からの等々力緑地公園のほか、児童館や小学校、高齢者
施設等にも、何度も招かれて実演している。“子どもだけのもの”ではないその魅力を広
く伝えたいという。等々力緑地公園ではたくさんの常連もでき、「その中には私のよう
に紙芝居師として公園デビューした方もいるんですよ」とうれしそうに話す。
　大人から子どもまで目を輝かせながら感動を共有する時間は、加藤さんにとって至福
のひとときだ。
◆ホームページ　http://kamisibai.at.infoseek.co.jp/
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特集

　

と
も
し
び
運
動
を
支
え
て
い
る
「
と
も
し
び
基
金
」
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
誕
生
し
て
以
来
、
県
民

皆
様
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
大
き
く
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
基
金
果
実
を
活
用
し
、
当
事
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
の
支
援
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
地
域
福
祉
（
と
も
し
び
）
推
進
助
成
金
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

と
も
し
び
運
動
の
輪
は
、
寄
付
者

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
三
十
二
年

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
子
ど

も
も
高
齢
者
も
、
国
籍
が
違
っ
て
も

「
と
も
に
生
き
る
」
社
会
の
実
現
に
む

け
て
、
神
奈
川
で
生
ま
れ
た
草
の
根
・

実
践
活
動
の
と
も
し
び
運
動
は
、
世
代

を
越
え
、
そ
の
理
念
が
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
支
え
て
い
る
「
と
も
し

び
基
金
」
は
昭
和
五
十
二
年
に
誕
生
し

て
以
来
、
県
民
皆
様
の
理
解
と
協
力
に

よ
り
大
き
く
育
て
ら
れ
、
二
十
二
億
三

千
九
百
九
十
三
万
千
三
百
三
十
円
（
平

成
二
十
年
三
月
末
日
現
在
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
果
実
（
利
子
）
は
、
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
に
む
け
た
事
業
や
思

い
や
り
の
「
こ
こ
ろ
」
を
広
げ
て
い
く

活
動
へ
の
支
援
、
子
ど
も
が
地
域
で
安

心
し
て
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
活
動
や

当
事
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
の

支
援
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
も
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に

む
け
奮
闘
す
る
親
と
先
生
た
ち

　

逗
子
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
親
の
会
「
Ｙ

ｕ
ｍ
ｍ
ｙ
（
ヤ
ミ
ー
）」（
逗
子
市
）
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
、

ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
親
同
士
が
気
軽
に
相

談
や
情
報
交
換
が
で
き
る
場
を
地
域
に

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
六
年
に

発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
教
育
委
員

会
や
医
療
機
関
と
連
携
し
て
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
給
食
の
実
施
、
学
校
活
動
で
の

対
応
な
ど
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
日
々
の

支
援
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
も
し
び
助
成
金
を
受
け
実
施
し
た

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会
」
に
は
、

保
護
者
・
学
校
関
係
者
・
市
民
な
ど
約

百
人
が
参
加
。
専
門
医
に
よ
る
学
校
や

日
常
生
活
で
の
環
境
づ
く
り
と
留
意
点

な
ど
の
講
演
と
質
疑
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
役
割
な
ど
が
確
認
で

き
た
そ
う
で
す
。「
関
係
機
関
と
共
に

歩
ん
で
き
た
当
事
者
活
動
は
、
誰
も
が

す
ご
し
や
す
い
社
会
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
メ
ン
バ
ー
の
堀
江
さ
ん
）。

　

ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
や
離
乳
食
な
ど
で

困
っ
て
い
る
母
親
た
ち
と
の
座
談
会

①福祉のこころや人�
　権を尊重するここ�
　ろが育つために�
　７０％�

②ボランティア活動が�
　ますます活発に行わ�
　れていくために�
　１６％�

④子どもが地域で�
　安心して健やか�
　に育つために�
　６％�

③障害者の社会参加�
　をますます促進し�
　ていくために�
　８％�

基金果実の主な使い途�
（１９年度の実績）�

市と共催で実施した講演会には多くの
市民が参加しました

～地域福祉（ともしび）推進助成金を活用し、
地域に新しいネットワークが生まれる！～

「ともに生きる」社会の実現に向けて
ともしび運動の輪は寄附者の皆様に支えられ３２年
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勢
か
ら
活
動
に
対
す
る
信
用
が
高
ま
り
、

市
や
社
協
、保
健
所
、女
性
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
関
係
機
関
と
も
連
携
が
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
」（
代
表
の
高
林
さ
ん
）。

　
「
受
け
る
相
談
一
つ
ひ
と
つ
が
個
別

性
に
富
ん
で
お
り
我
々
に
と
っ
て
も

日
々
勉
強
」で
あ
り
、深
刻
化
す
る
Ｄ
Ｖ

相
談
で
は
、
相
談
者
が
抱
え
る
悩
み
を

受
け
と
め
、行
政
や
専
門
の
機
関
・
グ
ル

ー
プ
に
つ
な
い
で
い
く
な
ど
、
相
談
者

を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
着
実
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

と
も
し
び
助
成
金
が
グ
ル
ー
プ
・ 

活
動
と
地
域
を
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
！

　

こ
の
と
も
し
び
助
成
金
に
よ
り
、
社

会
の
課
題
に
広
く
市
民
が
積
極
的
に 

問
題
意
識
を
持
っ
て
参
加
す
る
「
と
も
に

生
き
る
」
社
会
を
実
現
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
本
助
成
金
を
活
用
し

た
団
体
（
四
十
三
事
業
・
団
体
の
う
ち

三
十
八
団
体
か
ら
回
答
）
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
本
助
成
金
を

活
用
し
て
、「
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
向
上
し
、
事
業
遂
行
力
が
向
上

し
た
」、「
社
会
的
な
信
頼
度
が
向
上
し

た
」、「
事
業
サ
イ
ク
ル
（
企
画
・
実
施

「
ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
」
な
ど
も
開
催
す

る
な
ど
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
市
民

レ
ベ
ル
で
地
域
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

助
成
金
を
活
用
し
、
地
域
で
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る

　

女
性
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話

相
談
を
行
う
、
海
老
名
女
性
支
援
電
話

「
そ
よ
風
」（
海
老
名
市
）
は
、
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
や
子

育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
、
ひ
と

り
で
悩
み
、
不
安
を
抱
え
る
女
性
の
た

め
の
電
話
相
談
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

う
グ
ル
ー
プ
で
、
平
成
十
九
年
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
午
後
四

〜
八
時
の
四
時
間
、
二
人
の
相
談
員
が

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
当
初

は
、
活
動
が
な
か
な
か
認
知
さ
れ
ず
に

相
談
も
少
な
か
っ
た
が
、
各
方
面
へ
の

広
報
活
動
や
助
成
金
を
受
け
た
こ
と
、

さ
ら
に
傾
聴
と
匿
名
性
と
い
う
基
本
姿

・
評
価
）
が
確
立
で
き
た
」、「
活
動
に

対
す
る
認
知
度
が
向
上
し
た
」、「
メ
ン

バ
ー
が
増
員
し
た
」
や
、「
行
政
や
関
係

機
関
と
の
連
携
が
活
動
の
中
で
具
体
的

に
な
っ
た
」、「
地
域
で
の
同
じ
思
い
を

共
有
す
る
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
で
き
た
」
な
ど
の
効
果

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

と
も
し
び
助
成
金
で
は
、
今
後
も
、

ひ
き
つ
づ
き
こ
う
し
た
地
域
で
生
ま
れ

た
草
の
根
・
実
践
活
動
を
広
く
支
援
し
、

と
も
し
び
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

平成２０年度助成状況（上期：４月～８月まで）
先駆的・モデル的な活動：宮前平駅前スペースここ
わ会、海老名女性支援電話「そよ風」、サイレント
・サポート、ことぶき学童保育運営委員会　
当事者活動：音楽クラブドレミの会、湘南親子訓練
会、育児サークル「にっこにこ」、みうらスプラッ
シャーズ、つくいツースリー、海老名市手をつなぐ
育成会、「声を楽しむ」声が不自由な方のための声楽
教室、横浜市立ろう特別支援学校の保護者等による
手話勉強会、青い鳥の会、サイコドラマ諏訪坂、県立
高津養護学校PTA、逗子食物アレルギー親の会
「Yummy」、スキップ、小鳥の会、全国心臓病の子ど
もを守る会神奈川県域支部、みどり養護学校PTA自
主サークルふれんず、スペース杉田、さつき会、CS
和の会
広域的活動：ユッカの会、県精神保健ボランティア
連絡協議会、あーすフェスタかながわ２００８実行委員
会、ワンダートンネル、ゆーぼ、フレンド・ワン、
英会話クラス「フルッピア」を支える会、県ボラン
ティア連絡協議会、県障害者スポーツ振興協議会、
横浜子育て支援グループぽっけ、リーディングサー
ビスよこはま会、横浜乳幼児相談ボランティアグル
ープ、THEすかっこ「ソーラン」、TIEトマトマの会、
かたつむり会シニアーズクラブ、ART　LAB　
OVA、湘南地区生涯学習インストラクターの会、介
護の会まつなみ、どんぐり、日本語の会２１、おせつ
会、県手話サークル連絡協議会、ワーカーズコレク
ティブコミュニティコーディネーターここ

チラシは、市役所や関係機関窓
口で配布されています
相談電話０４６－２３５－７３５３
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地域福祉（ともしび）
推進助成金　申請受付中！
15万円以下
　12月末までの毎月（随時申請受付）

16万円以上（限度額あり）
　10月末まで
本会ともしび運動推進担当

�０４５－３１２－１１２１（内線３２０１）まで、お気軽に

ご相談ください！
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NEWS　
　＆

　　　TOPICS
地
域
で
の�
起
業
�か
ら
、ひ
き
こ
も

り
の
若
者
の
社
会
参
加
を
考
え
よ
う

　

去
る
九
月
十
九
日
、
か
な
が
わ
県
民

セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ガ

ー
ジ
ュ
マ
ン
・
よ
こ
す
か
（
以
下
「
ア

ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
」）
と
県
（
産
業
活

性
課
、
青
少
年
課
、
商
業
観
光
流
通
課
、

雇
用
産
業
人
材
課
）
主
催
で
、
第
五
回

就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
ひ
き
こ
も
り
の
若
者　

起
業
に
挑
戦

　

な
ぜ
働
く
の
？　

自
分
ら
し
く
働

く
�
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
理
事

長
の
滝
田
衛
さ
ん
か
ら
、
ひ
き
こ
も
り

の
若
者
の
自
分
ら
し
い
生
き
方
・
働
き

方
を
�
起
業
�
と
い
う
視
点
か
ら
考
え

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
一
部
の
講

演
で
は
、
事
務
局
長
の
島
田
徳
隆
さ
ん

か
ら
、
県
・
市
の
助
成
金
を
活
用
し
て

横
須
賀
市
上
町
商
店
街
の
空
き
店
舗
に

立
ち
上
げ
た
就
労
支
援
店
舗
「
は
る
か

ぜ
書
店
」
な
ど
、
団
体
の
活
動
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
商
店
街
に
は
イ
ベ
ン
ト

の
手
伝
い
や
配
達
サ
ー
ビ
ス
な
ど
働
く

場
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
互
い

に
頼
り
に
し
あ
う
関
係
が
、
ひ
き
こ
も

り
の
若
者
に
良
い
刺
激
と
な
る
の
で
は

と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
長
谷
川

俊
雄
さ
ん
（
愛
知
県
立

大
学
准
教
授
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
大

居
ゆ
う
子
さ
ん
（
県
産

業
活
性
課
）、
為
崎
緑

さ
ん
（
中
小
企
業
診
断
士
）、
ひ
き
こ
も

り
の
若
者
の
自
立
支
援
に
携
わ
る
福
守

弘
文
さ
ん
（
Ｃ
Ｌ
Ｃ
Ａ
若
者
自
立
塾
塾

長
）、
こ
れ
か
ら
上
町
商
店
街
で
起
業

予
定
の
大
湊
雄
治
さ
ん
、
島
田
さ
ん
に

よ
る
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
、「
書
店

で
は
販
売
士
の
資
格
取
得
を
応
援
し
た

が
、
こ
う
し
た
履
歴
書
の
空
白
を
埋
め

る
よ
う
な
自
信
を
つ
け
る
支
援
が
必

要
」、「
商
店
街
等
受
け
入
れ
側
に
は
、

事
業
目
的
へ
の
理
解
と
ゆ
っ
く
り
見
守

る
懐
の
大
き
さ
が
求
め
ら
れ
る
」
な
ど

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
小
林
正
稔
さ
ん
（
県
立

保
健
福
祉
大
学
准
教
授
）
が
、「
社
会
と

し
て
起
業
に
成
果
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
書
店
と
商
店
街
の
関
係
の
よ
う

に
、
困
っ
た
こ
と
を
助
け
合
う
仲
間
と

し
て
受
け
入
れ
よ
う
」
と
、
地
域
の
姿

勢
に
つ
い
て
呼
び
か
け
、
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

県
へ
障
害
福
祉
施
策
に
関
す
る 

要
望
書
を
提
出

　

本
県
に
お
け
る
障
害
福
祉
行
政
施
策

の
特
徴
の
一
つ
に
、
全
国
に
先
駆
け
て

民
間
社
会
福
祉
施
設
運
営
費
補
助
を
導

入
し
、
重
度
障
害
者
の
受
け
入
れ
や
多

様
な
支
援
形
態
、
利
用
者
の
人
権
へ
の

配
慮
や
人
間
性
に
尊
重
し
た
支
援
な
ど

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
十
八
年
四
月
の
障
害

者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
県
所

管
の
障
害
福
祉
施
設
に
対
す
る
運
営
費

補
助
の
段
階
的
な
見
直
し
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
政
令
指
定
都
市
や
中
核
市
に

お
け
る
独
自
の
補
助
制
度
に
対
し
、
県

が
進
め
て
い
る
見
直
し
に
お
い
て
は
、

補
助
の
削
減
に
よ
り
職
員
数
の
現
状
の

維
持
が
厳
し
く
な
る
な
ど
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
に
も
影
響
が
及

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
二
十
一
年

度
に
は
、
障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
な

ど
に
よ
る
新
た
な
見
直
し
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
状
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
県
内
の
ど

こ
の
施
設
で
も
、
障
害
福
祉
施
設
の
サ

ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
利
用
で
き
、
ま
た

そ
の
地
域
格
差
を
生
み
出
さ
な
い
た
め

に
も
県
域
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
本
会
と
県
知
的
障
害
福
祉

協
会
（
会
長
＝
安
藤
浩
己
）、
県
身
体
障

害
施
設
協
会
（
会
長
＝
田
中
誠
一
）、
県

民
間
知
的
障
害
施
設
協
同
会
（
会
長
＝

大
久
保
一
雄
）
の
四
団
体
連
名
で
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
伴
う
障
害
福
祉
施

策
に
対
す
る
改
善
等
を
、
県
知
事
あ
て

に
提
出
し
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

要　　望　　書
（一部抜粋）

１．民間社会福祉施設運営費補助制度見直し時期について

　　　今後の施設運営やサービス提供体制の見通しが

つくまではこれ以上の運営費補助の削減を行わな

いでいただきたい。

２．地域格差の解消について

　　　居住地によって施設サービスの内容に格差が生じ

ないように県が主導的な役割を果たしていただきたい。
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※yahooで「株式会社八雲堂」と検索してください

〒２３５－００４５
横浜市磯子区洋光台６－２０－６
ＴＥＬ ０４５－８３３－５１７２　ＦＡＸ ０４５－８３３－５１４９
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汐
田
病
院
（
現　

汐
田
総
合
病
院
）

に
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

就
職
し
て
以
来
、
三
十
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
（
現
在
は
汐
田
診
療
所
勤
務
）。

当
時
は
百
床（
現
在
は
二
百
四
十
三
床
）

規
模
の
病
院
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
定
員
は

四
名
で
し
た
。
下
請
け
労
働
者
が
多

く
、
低
所
得
、
老
人
、
障
害
者
が
多
い

と
い
う
土
地
柄
、「
い
つ
で
も
、
誰
で

も
、
ど
こ
で
も
、
安
心
し
て
か
か
れ
る
、

親
切
で
よ
い
医
療
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
掲
げ
る
民
主
医
療
機
関
連
合
会

に
加
盟
す
る
病
院
と
し
て
、
相
談
活
動

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

福
祉
医
療
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

　

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
社
会
福
祉
の
勉

強
は
し
た
と
は
い
え
、
具
体
的
に
は
健

康
保
険
の
い
ろ
は
も
知
ら
ず
、
学
校
を

卒
業
後
す
ぐ
に
結
婚
、
社
会
生
活
の
経

験
も
な
い
私
が
、
飛
び
込
ん
だ
の
で

す
。
先
輩
の
指
導
の
下
、
時
間
を
か

け
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
が
ら
も
深
く
人
と

関
わ
る
中
で
数
多
く
の
も
の
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
酔
っ
払
い
で
手
に
負
え
な

い
と
思
っ
て
い
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

患
者
の
方
や
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
も
、

不
幸
な
生
い
立
ち
や
機
会
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
根
は
善

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

彼
ら
の
住
む
街
で
は
、米
、味
噌
、醤
油

を
貸
し
借
り
す
る
よ
う
な
近
所
付
き
合

い
が
あ
っ
た
り
、
当
然
の
よ
う
に
隣
の

お
年
寄
り
の
面
倒
を
見
て
い
た
り
、
ざ

っ
く
ば
ら
ん
で
温
か
な
人
間
関
係
が
あ

り
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
に
乗
り
越
え
る
喜
び

　

百
人
百
様
、
患
者
さ
ん
に
は
い
ろ
い

ろ
な
人
生
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。
右

往
左
往
し
な
が
ら
、
人
生
の
大
先
輩
で

あ
る
患
者
さ
ん
達
か
ら
生
き
方
を
学

び
、
専
門
機
関
か
ら
も
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
、
経
験
則
的
に
や
っ
て
き
た
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

長
い
相
談
活
動
の
中
で
、
初
対
面
で

に
悩
み
、
泣
き
、
笑
い
、
問
題
を
共
有

す
る
う
ち
に
�
同
志
�
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
お
互
い
に
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
い
解
決
の
方
向
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
醍
醐
味
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
人
の
生
活

が
成
り
立
つ
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い 

と
切
に
思
い
ま
す
。
退
職
ま
で
あ
と 

数
年
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
が 

「D
o
m
y
best

」
の
み
で
す
。
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福祉医療病院
「汐田診療所」

医療ソーシャルワーカー

松井　由美子

福
祉
医
療
病
院
と
は

　

生
活
困
難
者
の
た
め
に
無
料
、
ま
た

は
低
額
料
金
で
診
療
を
行
う
施
設
。

　

県
内
に
は
二
十
八
箇
所
。

■
汐
田
診
療
所

横
浜
市
鶴
見
区
下
野
谷
４－

１
３
８

℡
０
４
５－

５
２
１－

５
１
４
７　

第７回
福祉医療施設

は
相
談
者

と
援
助
者

と
し
て
な

ん
と
な
く

壁
を
作
り

が
ち
だ
っ

た

関

係

が
、
一
緒
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でか
けてみませんか
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　１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情
報誌「ままとんきっず」を発行。以後、子育てに関するメール
相談、地域の親子が集うサロン運営、各種講座の開催など、
子育て支援活動を展開。２００６年「第１９回神奈川県地域社会事
業賞」を受賞。情報誌・単行本の発行物は３０冊を数え、一部は
海外でも翻訳出版。最新刊は「ままとんきっず１６号　幼稚園
・保育園特集２００７～０８年度版」。
＜連絡先＞川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３
ＴＥＬ／ＦＡＸ：０４４－９４５－８６６２

今月は　�　ＮＰＯ法人
ままとんきっず　がお伝えします！

　今回ご紹介するのは、ＪＲ東海道本線鴨宮駅の商店街
で発足４周年を迎えた「鴨宮ひかりスタンプシール会」。
こちらでは昨年７月から、０～１５歳の子どもをもつ保護
者を対象に「子育て支援エンジェルカード」を発行して
います。お得に買い物を楽しめ、イベントにも大活躍の
カードです。

�
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�
�
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インフォメーションインフォメーション
鴨宮ひかりスタンプシール会
　電話　０４６５－４７－２７４４（ファッション　エス・ユー）
　ホームページ　http://kamonomiya.net
酒匂川左岸サイクリング場
　自転車貸出期間は、平日１３：００～１６：３０（３～１０
月）、１３：００～１６：００（１１月）、土日曜・祝日１０：
００～１６：３０（３ ～１０月）、１０：００～１６：００（１１～
２月）※１２～２月の平日、雨天時は休み

イベントでも使えま

す。夏・冬２回の「福

引き抽選会」では台紙

１冊で抽選が２回で

き、豪華な賞品やオレ

ンジシールが抽選で当

たるほか、子どもたちが輪投げや釣りゲームな

どに挑戦する「エンジェル抽選会」も行われ、

子どもたちはおもちゃやお菓子を当てて、大喜

びです。加盟店での買い物で集めるポイントに

よってシールがもらえる「スタンプラリー」、台

紙１冊で７００円の買い物ができる「得々セール」

といったイベントも開催され、カードを持って

いれば楽しく参加できます。

　絶景ポイントでサイクリング
　鴨宮駅から徒歩１５分の酒匂川に架かる小田原

大橋付近の河原は、東海道新幹線と富士山を眺

められる絶景ポイントです。「酒匂川左岸サイ

クリング場」もあり、自転車を無料で貸し出し

ています。子ども用や変わり種自転車なども揃

っているので、秋のさわやかな青空のもと、親

子でサイクリングを楽しむのもよいですね。

子育て中の家庭にやさしいカード
　鴨宮駅周辺は、昭和３９年１０月に東海道新幹線

が開業するのに先立って、試験運転を行うモデ

ル線が開通された「新幹線発祥の地」です。鴨

宮ひかりスタンプシール会の名前は、それに由

来しており、現在も鴨宮の街では東海道新幹線

が走り抜けていく姿を見ることができます。

　子育て中の家庭を商店街が応援する子育て支

援エンジェルカードは、鴨宮ひかりスタンプシ

ール会の加盟店で申し込むと、０～１５歳の子ど

もの保護者なら、だれにでも発行されます。

　現在、加盟店は約４０店舗あり、それらの店で

買い物する際にカードを提示すれば、お買い上

げ１００円につきオレンジ

シールを１枚もらえ、シ

ール３５０枚分の台紙１冊

で６００円の買い物ができ

ます。毎月０のつく日

（１０、２０、３０日）はシー

ルを２倍もらえ、賢く利

用すればするほど、買い

物がお得になり、家計を

助けてくれます。

親子で抽選会に参加しよう！
　鴨宮駅の北口と南口に並ぶ加盟店は、青果、

鮮魚、精肉、日用雑貨、薬・化粧品、衣料品、

生花、洋菓子など、さまざまな業種にわたり、

日々の買い物で必要な物はひととおり揃いま

す。「小田原のかまぼこ」と看板に掲げる店もあ

り、地元商店街のあたたかみを感じられます。

　エンジェルカードは商店街で年５回行われる

加盟店の店頭にはエンジェ
ルカードのステッカーが貼
ってあります

◆子育て中の方や障害のある方にやさしい工夫をし
ている商店街の情報を募集します！ご意見・ご感想は
kikaku@knsyk.jpまでお寄せください。

エンジェル抽選会はハズレな
し。はりきって、いきましょう！

小田原市／鴨宮ひかりスタンプシール会
子育て支援エンジェルカード
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
福
祉
事
業
の
成
否
を
決
め
る
福
祉
職
採

用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
小
室
豊
允
・
高
橋
勝
彦

著
、
筒
井
書
房
）

★
ち
ゃ
ん
と
人
と
つ
き
あ
い
た
い
〜
発
達

障
害
や
人
間
関
係
に
悩
む
人
の
た
め
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
井

澤
信
三
・
霜
田
浩
信
・
小
島
道
生
・
細
川

か
お
り
・
橋
本
創
一
編
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
研
究
所
）

★
介
護
管
理
者
養
成
研
修
テ
キ
ス
ト
あ
な

た
が
育
て
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹇
職
場

研
修
用
﹈（
林
義
智
・
高
野
暢
彦
監
修
、
奥

田
弓
子
著
、
第
一
法
規
）

★
保
育
に
お
け
る
食
育
活
動
の
道
し
る
べ

〜
計
画
・
評
価
の
工
夫
と
実
際
（
�
橋
美

保
著
、
ト
ロ
ル
出
版
部
）

★
団
地
と
孤
独
死
（
中
沢
卓
実
・
淑
徳
大

学
孤
独
死
研
究
会
共
編
、
中
央
法
規
）

図　
　
　
　

書

資

料

ＮＰＯ法人ままとん
きっず　理事

詩人　鏑木恵子

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

「地下鉄」

ジミー（幾米）／作・絵
宝迫典子／訳

　とにかく美しい絵本です。ステンドグラスやモザ

イクアートを彷彿とさせる色彩豊かな絵と、詩や箴

言（しんげん）のように奥行きの深い文章。目の不自

由な女の子が入り込んだ地下鉄は、本来、闇の所属

であるにもかかわらず、夢のように明るいのです。

　作者には白血病の闘病体験があり、死と向き合っ

たからこそ、悲しいほどに澄んだ心の色調で、世界

を眺めることができるのかもし

れません。地下から地上へ、内

から外へ、そして今日から明日

へ、女の子が１歩を踏み出して

いく姿に誰もが勇気を与えられ

ることでしょう。

　生きることに疲れた時、何度

でも手にとってみたい本です。

２００２年１０月刊
定価１３６５円（税込）

小学館

★
基
礎
か
ら
学
ぶ
介
護
シ
リ
ー
ズ
Ｑ
＆

Ａ
で
学
ぶ
高
齢
者
の
性
と
そ
の
対
応

（
荒
木
乳
根
子
著
、
中
央
法
規
）

★
障
害
を
も
つ
子
が
育
つ
と
い
う
こ
と

〜　

家
族
の
体
験
（
野
辺
明
子
・
加
部

10
一
彦
・
横
尾
京
子
・
藤
井
和
子
編
、
中

央
法
規
）

★
横
須
賀
市
児
童
相
談
所
事
業
概
要
平

成　

年
度
版（
横
須
賀
市
児
童
相
談
所
）

20
★
麦
わ
ら
ぼ
う
し　

号
（
あ
お
ぞ
ら
保

92

育
園
・
あ
お
ぞ
ら
第
２
保
育
園
・
谷
津

保
育
園
）

★
平
成　

年
版
介
護
労
働
の
現
状
Ⅰ
・

20

Ⅱ
（
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ

ー
）
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連連載載

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
【
第
七
回
】

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に　
【
第
七
回
】

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
て
す
ぐ

に
は
自
分
の
気
持
ち
を
話
せ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
回
を
重
ね
、
他
の
親
の

話
を
聞
く
中
で
少
し
ず
つ
話
せ
る
よ
う

に
な
り
、�
娘
の
障
害
を
認
め
た
く
な

い
�
と
い
う
思
い
で
悩
ん
で
い
た
Ｉ
さ

ん
も
「
娘
も
障
害
者
手
帳
を
取
っ
て
生

活
し
た
ほ
う
が
生
き
や
す
い
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
考
え
る
に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
親
亡
き
後
、
娘
が
困
ら
な

い
よ
う
に
、
私
が
生
き
て
い
る
間
に

�
自
立
�
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
や
ら
せ

て
お
き
た
い
」
と
思
い
、
娘
さ
ん
は
家

を
出
て
短
期
間
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
以
前
、
娘
が
家
に
帰
っ
て
き
た
時

に
、
洋
服
に
自
分
で
縫
っ
た
刺
繍
を
発

見
し
、�
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
ん
だ

な
ぁ
�
と
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

娘
が
実
は
お
し
ゃ
べ
り
な
ん
だ
と
気
づ

け
た
の
も
会
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
」

と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
「
当
初
、
主
人
は
娘
が
家
を
出
て
生

活
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
し
た
が
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生
活
を
通
じ
て
娘
の

で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
の
を
見

て
、
以
前
よ
り
も
少
し
ず
つ
理
解
を
示

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
何
で
も
親
が
先
回
り

し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
一
歩

下
が
っ
て
何
か
あ
っ
た
ら
守
る
�
最
後

の
砦
�
だ
と
思
い
な
が
ら
見
守
っ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
生
き
方
・
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
る　

〜
当
事
者
活
動
の
中
で

　

泉
の
会
の
事
務
局
長
を
つ
と
め
る
心

理
相
談
員
の
森
佐
登
子
さ
ん
は
、「
親

の
会
で
は
子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
が

中
心
に
な
り
ま
す
が
、
親
御
さ
ん
自
身

が
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
い
ま
す
。

　

Ｉ
さ
ん
の
よ
う
に
�
障
害
の
あ
る
子

に
産
ん
で
し
ま
っ
て
申
し
訳
な
い
�
と

い
う
罪
悪
感
か
ら
心
配
し
す
ぎ
て
子
ど

も
と
距
離
が
う
ま
く
取
れ
な
い
方
や
、

　
�
子
ど
も
の
た
め
�
と
思
い
な
が
ら

�
自
分
の
た
め
�
に
行
動
し
て
し
ま
う

方
な
ど
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
会
で
は
親

と
し
て
子
ど
も
の
�
自
立
�
へ
向
け
た

行
動
の
�
後
押
し
�
が
で
き
る
よ
う
に
、

会
員
同
士
で
相
談
に
乗
っ
た
り
情
報
提

供
を
行
っ
た
り
な
ど
の
相
互
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
Ｉ
さ
ん
の
よ
う
に
、

話
す
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ご
自
身
が
悩
み
を
整
理

学
齢
期
か
ら
成
人
期
に
移
る
時
期
の

親
の
悩
み　

〜
Ｉ
さ
ん
の
事
例
か
ら

　
『
泉
の
会
』
は
、
神
奈
川
Ｌ
Ｄ
児
・

者
親
の
会
「
に
じ
の
会
」
を
母
体
に
、

発
達
障
害
や
高
次
脳
機
能
障
害
、
軽
度

の
知
的
障
害
な
ど
が
あ
る
二
十
代
か
ら

四
十
代
の
成
人
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親

が
集
ま
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
月
に

一
度
の
定
例
会
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
見
学
会
や
本
人
た
ち
の
余
暇
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
設
立
か
ら

十
一
年
、
県
内
全
域
の
二
十
五
名
の
会

員
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
Ｉ
さ
ん
は
、
軽
度
の
知

的
障
害
で
強
迫
神
経
症
の
あ
る
三
十
代

の
娘
さ
ん
を
持
ち
、
会
に
参
加
し
て
数

年
に
な
り
ま
す
。
会
に
参
加
す
る
以
前

は
、
Ｉ
さ
ん
も
ご
主
人
も
娘
さ
ん
に
障

害
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
ま
ま
、

娘
さ
ん
の
生
活
に
対
し
て「�
転
ば
ぬ
先

の
杖
�
だ
と
思
っ
て
、
何
で
も
親
が
口

を
出
し
た
り
手
を
出
し
た
り
し
て
い

た
」
そ
う
で
す
。
娘
さ
ん
は
Ｉ
さ
ん
に

勉
強
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
何
と

か
普
通
高
校
と
専
門
学
校
を
卒
業
し
ま

し
た
が
、
就
職
は
で
き
ず
、
親
の
指
示

が
無
い
と
何
も
で
き
な
い
と
い
う
状
態

の
中
で
精
神
疾
患
に
も
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｉ
さ
ん
は
「
こ
れ
で

は
い
け
な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｉ
さ
ん
は
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
精
神
疾
患
の
子

ど
も
を
持
つ
親
の
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
他
の
子
と
の
Ｉ
Ｑ
の
差

な
ど
か
ら
「
娘
は
精
神
疾
患
だ
け
で
は

な
い
の
で
は
」
と
感
じ
、
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
泉
の
会

親
に
と
っ
て
の
子
ど
も
の
自
立
と
は

　
「
親
」
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
な
存
在
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
親
の
視
点
か
ら
、
子
ど
も
の
「
自
立
支
援
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
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し
、
気
づ
き
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
い
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
恋
愛
の
こ
と
な
ど
、「
親

の
か
か
わ
り
方
が
難
し
い
」
悩
み
も
あ

り
ま
す
。「
結
婚
と
ま
で
な
る
と
、
簡

単
に
後
押
し
は
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
っ

た
ら
、
結
婚
は
し
な
い
で
今
の
ま
ま
で

い
て
ほ
し
い
」
と
思
う
親
も
多
い
そ
う

で
す
。
恋
愛
の
他
に
も
、
キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス
の
被
害
な
ど
に
遭
っ
た
り
す
る

こ
と
も
多
く
、
や
は
り
親
が
し
っ
か
り

見
て
い
な
い
と
い
け
な
い
の
か
と
悩
む

方
も
い
ま
す
。

　

自
身
も
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を

持
つ
森
さ
ん
も
、
子
ど
も
と
の
関
係
が

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
不
安
に
な
る
と

き
が
あ
り
ま
す
。

　
「
私
も
発
達
障
害
に
つ
い
て
書
か
れ

た
本
を
読
み
、
子
ど
も
と
の
つ
き
あ
い

方
は
勉
強
し
ま
し
た
が
、
か
か
わ
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
子
ど
も
か
ら
一
歩
引
い

て
接
し
て
い
る
と
、
借
金
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
で
も
、
こ

う
し
た
子
ど
も
と
の
関
係
は
、
普
通
の

家
庭
と
同
じ
な
ん
で
す
よ
ね
」。
と
い

い
、「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
手
を
差
し

伸
べ
た
い
」
と
言
う
Ｉ
さ
ん
と
同
様
、

親
と
し
て
適
度
な
距
離
を
と
り
な
が
ら

見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

森
さ
ん
は
経
験
者
と
し
て
、
親
た
ち

に
、
一
生
に
一
度
の
人
生
な
ん
だ
か

ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
前
向
き
に

行
こ
う
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。「
親
が　
�
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら

な
い
�と
前
向
き
な
気
持
ち
で
い
る
と
、

子
ど
も
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
減
っ
て
す

ご
く
楽
に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で

話
し
、
こ
う
し
た
会
の
雰
囲
気
に
勇
気

付
け
ら
れ
る
親
も
多
い
そ
う
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

子
ど
も
が
自
分
で
本
当
に
望
む
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
親
自
身
が
、
心
配

し
す
ぎ
だ
っ
た
り
、
子
ど
も
の
た
め
で

は
な
く
自
分
の
た
め
に
行
動
し
て
し
ま

っ
た
り
す
る
自
分
に　
�
気
づ
き
�、
そ

し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
�
勇

気
�
が
必
要
で
す
。

　

泉
の
会
で
は
、
親
同
士
が
体
験
事
例

を
数
多
く
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
悩
み
の
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
Ｉ
さ
ん
の
よ
う
に
子
ど
も
に
家
を

出
て
生
活
し
て
も
ら
う
こ
と
を
決
意
す

る
な
ど
次
の
行
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

制
度
・
施
策
の
充
実
や
周
囲
の
サ
ポ

ー
ト
な
ど
、
環
境
面
も
重
要
で
は
あ
り

ま
す
が
、
親
の
背
中
を
押
し
、
前
向
き

な
気
持
ち
を
生
み
出
す
よ
う
な
�
後
押

し
�
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　私は、３年前から視覚障害の方が出

かける際の誘導ボランティア（付き添

い）と、そして誘われるままにマラソ

ンの「伴走」（短いロープでつながって

一緒に走ること）を始めました。走る

なんてとんでもなかった私ですが、楽

しく伴走を続けられているのは、汗を

かく爽快感と、走ったあとの乾いた体

に染み込んでいくような水分補給の味

が格別だからでしょう！

　走ることを続けていて何よりも変わ

ったことがあります。日頃から色々な

体調不良が付いて回っていた私でした

が、走り始めてからはずっと風邪ひと

つ引かない、頭痛・肩凝りなどとも全

く無縁な健康な体になってきたことで

す。これはきっとスポーツをする元気

な人達からパワーを毎回もらえている

おかげでしょう、有難いことだと思っ

ています！

　伴走…それはご自身の走力にかかわ

らずできるものですし、「完走の喜び」

をランナーの方と共に分かち合って、

沢山の感動と楽しさをもらえます。し

かも“健康”というオマケもきっと付

いてくるのです！

　視覚障害があるために外出はできて

も、走りたい時に一人では走ることが

難しい方が大勢おられることを知って

ください。…そしてよろしければ、貴

方もこんな「伴走のボランティア」を

始めてみませんか！

（連絡先：imanishit@jcom.home.ne.jp）

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク192

視覚障害の方の
サポートをしています！

神奈川県ライトセ
ンター マラソンク
ラブ・八走会
会員　今西　徹
（大和市在住）
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県社協　
　の

　　　ひろば
障
害
者
権
利
条
約
の
理
解
と
活
用

の
た
め
に　

〜
障
害
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
開
催

　

今
年
五
月
に
発
効
さ
れ
た
「
障
害
者

権
利
条
約
」。
わ
が
国
も
批
准
に
向
け

て
施
策
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
去
る
九
月
十
三
日
、「
自
分
ら
し
く

輝
く
た
め
の
人
権
を
考
え
る
〜
障
害
者

権
利
条
約
あ
な
た
な
ら
ど
う
活
か
す
？

活
か
せ
る
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
か
な

が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
て
県
障
害
者
自

立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
（
障
害
者
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
障
害
者
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
所
長
の 
金  
政  
玉 
さ
ん
の
講

き
む 
じ
ょ
ん 
お
く

演
が
あ
り
、
条
約
の
特
徴
は
�
合
理
的

配
慮
�（
障
害
に
伴
う
不
平
等
や
不
利
益

を
解
消
す
る
た
め
に
改
善
を
行
う
こ
と
）

と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
そ
れ
を
行
わ

な
い
こ
と
を
差
別
と
明
記
し
た
こ
と
。

ま
た
、
障
害
者
の
個
別
的
な
ニ
ー
ズ
に

社
会
の
側
が
合
わ
せ
る
と
い
う
考
え
方

の
も
と
、
障
害
者
が
ど
こ
で
誰
と
ど
ん

な
生
活
を
す
る
か
を
�
選
ぶ
�
機
会
が

あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
こ
と
に
意
義
が

あ
り
、「
日
本
は
現
在
の
�
隔
離
的
�
な

政
策
か
ら
根
本
的
な
方
向

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、

「
割
引
制
度
な
ど
細
か
い

�
恵
み
�
で
は
な
く
、�
権

利
�
と
し
て
の
し
っ
か
り
し
た
所
得
保

障
制
度
が
必
要
」
と
い
う
依
田 
雍  
子 
さ

ち
か 

こ

ん
（
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
）、

「
利
用
者
の
意
向
を
無
視
し
た
支
援
法

の
障
害
区
分
は
無
く
す
べ
き
」
と
い
う

内
藤
美
幸
さ
ん
（
総
合
福
祉
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
だ
の
相
談
員
）、「
施
設
等

で
は
ま
だ
ま
だ
�
利
用
者
主
体
�
の
生

活
に
な
っ
て
い
な
い
。
今
の
日
本
の
障

害
者
支
援
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
た

め
に
も
、
条
約
を
正
し
く
理
解
し
、
広

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
渋
谷

治
巳
さ
ん
（
横
浜
市
障
害
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
ら
の
意
見
に
、

大
き
く
頷
く
参
加
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
方
を
支
え
て
き
た
側
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
、
当
事
者
側

そ
れ
ぞ
れ
が
立
場
を
超
え
て
考
え
あ

い
、
実
情
に
即
し
た
条
約
の
活
か
し
方

を
整
理
す
る
機
会
の
必
要
性
が
確
認
さ

れ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
事
業
か
ら

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

　

本
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事

業
で
は
、
二
回
目
の
受
審
と
な
る
事
業

所
の
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

▼
社
会
福
祉
法
人
た
ち
ば
な
会　

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
王
森
の
郷
（
所
在

地：

横
浜
市
泉
区
）

　

な
お
、
本
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
事
業
は
平
成
二
十
年
九
月
末
日
を

も
っ
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
評
価
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ひ
き
つ
づ
き
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

　

本
会
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評

価
事
業
で
は
、
本
年
七
月
に
訪
問
調
査

を
実
施
し
た
事
業
所
の
評
価
結
果
を
公

表
し
ま
し
た
。

▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
麻
生
（
所
在
地：

川
崎
市
麻
生
区
）

　

本
年
度
外
部
評
価
受
審
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

�
０
４
５－

３
１
１－
８
７
４
６

　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
神
奈
川
㈱
か
ら
の

寄
附
金
で
車
い
す
を
寄
贈

　

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
神
奈
川
㈱
か
ら
県
内

福
祉
施
設
に
車
い
す
を
寄
贈
し
て
ほ
し

い
と
寄
附
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
配
分
先
が
決
定

し
、
県
内
十
四
ヶ
所
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
会

員
の
百
九
十
九
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
約
七
割
に
あ
た
る
百
三
十
四
施
設
よ

り
配
分
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
毎
の

施
設
数
に
よ
り
、
横
浜
市
域
四
・
川
崎

市
域
二
・
県
域
八
施
設
を
抽
選
に
よ
り

選
定
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（

と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

所 在 地施 設 名ＮＯ.
横浜市港南区すずかけの郷１
横浜市旭区あだちホーム２
横浜市緑区ビオラ三保３
横浜市瀬谷区スプリングガーデン瀬谷４
川崎市中原区みやうち５
川崎市麻生区緑陽苑６
横 須 賀 市ヒューマン７
藤 沢 市芭蕉苑８
小 田 原 市陽光の園９
逗 子 市逗子清寿苑１０
相 模 原 市はあとぴあ１１
伊 勢 原 市泉心荘１２
座 間 市サライ１３
大 井 町あしがら広域福祉センターひかりの里１４

ネッツトヨタ神奈川㈱からの車椅子寄贈施設一覧
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
９
月　

日
（
水
）
①
正
会
員

１０

の
入
会
申
込
、
②
平
成　

年
度
一
般
会
計

２０

補
正
予
算
（
案
）、
③
県
社
協
会
長
顕
彰
者

の
選
考

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】（
福
）
六
会
・
遠
藤
福
祉

会
、（
福
）
新
生
会

【
施
設
部
会
】
山
崎
保
育
園
、
六
会
保
育

園
、
遠
藤
保
育
園
、
さ
ぎ
沼
な
ご
み
保
育

園
、
ひ
ば
り
っ
こ
く
ら
ぶ
保
育
園
、
く
ら

き
永
田
保
育
園
、
介
護
老
人
保
健
施
設
さ

く
ら
、
横
須
賀
市
立
福
祉
援
護
セ
ン
タ
ー

第
２
か
が
み
田
苑
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
戸
部
ハ
マ
ノ
愛
生
園

介
護
の
日
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
介
護
の
日
を
記
念

し
、
各
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
主
催
＝
本
会
・
県
・
県
介
護
福
祉
士
会

◇
日
時
＝
平
成　

年　

月　

日
（
火
）
午

２０

１１

１１

前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

◇
対
象
＝
県
民
、
社
会
福
祉
関
係
者
等

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館
内
ホ
ー
ル
他

◇
内
容
＝
①
介
護
落
語（
林
家
源
平
さ
ん
）

②
介
護
の
日
制
定
記
念
セ
ミ
ナ
ー
記
念
講

演
（
阿
部
志
郎
県
立
保
健
福
祉
大
学
名
誉

学
長
）
③
就
職
相
談　

④
も
っ
と
知
り
た

い
介
護
の
世
界
・
し
ご
と
展　

⑤
介
護
相

談　

⑥
介
護
体
験
コ
ー
ナ
ー　

⑦
権
利
擁

護
・
成
年
後
見
相
談

◇
問
合
先
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�
０
４
５－

３
１
２－

１
１
２
１（
代
表
）

２
０
０
８
年
度
社
会
福
祉
士
実
習
指

導
者
講
習
会
開
催

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
実

習
指
導
者
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
実
習

指
導
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
１
月　

日
（
土
）
〜

２１

１７

１
月　

日
（
日
）

１８

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜（
京
浜
急
行
・

市
営
地
下
鉄
「
上
大
岡
駅
」
直
結
徒
歩
１

分
）　

※
他
、
全
国　

都
道
府
県
全　

会

１６

１８

場
で
も
実
施

◇
受
講
資
格
＝
社
会
福
祉
士
で
あ
り
、
現

に
実
習
指
導
者
と
し
て
従
事
し
て
い
る

か
、
実
習
指
導
者
に
な
ろ
う
と
す
る
方

◇
受
験
料
＝
日
本
社
会
福
祉
士
会
会
員
１

万
円
、
非
会
員
１
万
５
千
円
（
入
会
手
続

き
中
の
場
合
は
会
員
扱
い
）

◇
受
付
開
始
＝
平
成　

年　

月
１
日（
土
）

２０

１１

〜　
（
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
書
に
て
受
付
）

�
０
４
５－
３
１
７－

２
０
４
６

◇
問
合
先
＝
（
社
）
神
奈
川
県
社
会
福
祉

士
会

�
０
４
５－

３
１
７－
２
０
４
５

http://w
w
w
.kacsw

.or.jp

２
０
０
９
年
版
社
会
福
祉
手
帳
販
売

　

本
会
で
は
、
た
だ
今
２
０
０
９
年
版
の

社
会
福
祉
手
帳
を
予
約
販
売
し
て
い
ま
す
。

◇
体
裁
＝
左
右　

�
×
天
地
１
４
０
�　

８５

２
４
０
頁

◇
内
容
＝
日
記
欄
、
資
料
欄
（
社
会
福
祉

法
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
、
障
害
者
自
立
支
援
法
、
介
護
保
険
法

等
社
会
福
祉
関
係
諸
法
の
要
点
、
高
齢
者

人
口
・
社
会
福
祉
施
設
数
等
統
計
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総

合
保
障
の
概
要
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市

社
会
福
祉
関
係
部
局
・
社
会
福
祉
協
議
会

等
の
一
覧
、
そ
の
他
）

◇
価
格
＝
５
０
０
円
（
税
込
）

◇
締
切
＝
先
着
順（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

◇
問
合
先
＝
本
会
企
画
調
整
・
情
報
提
供

担
当
�
０
４
５－

３
１
１－

１
４
２
３

http://w
w
w
.knsyk.jp/topics/topics

170.htm
l

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志　

【
と
も
し
び
基
金
】
▽（
株
）Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
大

船
店
▽（
株
）Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
根
岸
橋
店
▽
神
奈

川
県
警
本
部
県
民
相
談
室
▽
神
奈
川
県
私

学
団
体
連
合
会
▽
神
奈
川
県
障
害
者
就
労

相
談
セ
ン
タ
ー
▽
セ
レ
ナ
川
崎
農
業
協
同

組
合
北
見
方
支
店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ

県
民
セ
ン
タ
ー
店
▽（
有
）日
栄
浴
場
▽
内

田
輝
光
▽
内
田
靖
雄
▽
太
田
雄
造
▽
沖
山

英
子
▽
小
田
猛
夫
▽
関
野
光
枝
▽
�
橋
輝

夫 　
　
　
　
 （
計
、
一
〇
四
、
三
六
八
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会
▽
保
土
ヶ
谷
県
税
事
務
所
▽
竹
沢
佐

知
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
）

※
本
誌
９
月
号
に
物
品
寄
附
者
と
し
て
掲

載
し
た
「
横
浜
市
港
南
区
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
」
は
、「
横
浜
市
港
南
台
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
」
の
誤
り
で
し
た
。
関
係
者
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.
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新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

特別養護老人ホーム（川崎市）

発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）　

月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と

し
ゃ
ぼ
ん
玉
テ
レ
フ
ォ
ン（
横
浜
市
）

　

今
回
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た
家

族
が
「
安
心
し
て
泣
け
る
場
」
と
し
て

電
話
相
談
を
行
う
し
ゃ
ぼ
ん
玉
テ
レ

フ
ォ
ン
代
表
の
河
西
由
貴
子
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら

　

会
を
支
え
る
仲
間
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を

亡
く
し
た
体
験
を
持
つ
家
族
で
す
。
こ

う
し
た
悲
し
み
を
持
つ
方
た
ち
の
話
を

聴
く
機
会
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
電
話

相
談
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
あ
ま
り
に
儚
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た

　

月
日
は
過
ぎ
て
い
く
け
れ
ど　

あ
な

た
の
こ
と
を
想
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

時
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
立
ち

止
ま
っ
て　

電
話
で
赤
ち
ゃ
ん
の
こ

と
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
う
ち
は
、
自
宅
で
電
話
相
談

を
受
け
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
聴
け
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
、
活
動
時
間
と
場
所
を
自

け
止
め
て
い
る
兄
弟
姉
妹
も
中
に
は
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
亡
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
兄
弟
姉
妹
向
け
に
紙
芝
居
『
ま
め

太
の
家
族
』
を
会
で
作
り
、
親
と
し
て

の
語
り
か
け
の
手
だ
て
と
し
て
い
ま

す
。小

さ
い
命
だ
か
ら
こ
そ

　

電
話
口
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し

た
家
族
に
、「
時
間
が
解
決
す
る
か
ら
」

「
次
が
あ
る
か
ら
、頑
張
れ
」な
ど
、周
囲

か
ら
か
け
ら
れ
た
励
ま
し
の
言
葉
に
戸

惑
う
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た
家
族
に
言

葉
を
か
け
ら
れ
な
く
て
も
、
あ
な
た
の

こ
と
が
心
配
だ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
い
つ
か
伝
わ
る
。『
小
さ
い
命
だ

か
ら
こ
そ
』
そ
の
命
を
み
ん
な
が
認
め

て
く
れ
れ
ば
…
」
と
河
西
さ
ん
は
優
し

い
声
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

宅
と
区
別
し
た
こ
と
で
、
落
ち
着
い
て

河
西
さ
ん
た
ち
も
話
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。「
一
人
ひ
と
り
の
割

り
切
れ
な
い
想
い
、悲
し
み
の
わ
か
ち
合

い
か
ら
生
ま
れ
る
優
し
さ
」
を
会
か
ら

生
み
出
せ
れ
ば
と
河
西
さ
ん
は
願
い
ま

す
。兄

弟
姉
妹
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て

　

会
で
は
、
亡
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

兄
弟
姉
妹
に

も
目
を
向
け

て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の

「
死
」
を
、

「
自
分
が
悪

か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」

「
悲
し
ん
で

い
る
親
に
ど

の
よ
う
に
甘

え
た
ら
い
い

の
か
」
と
受

し
ゃ
ぼ
ん
玉
テ
レ
フ
ォ
ン

h
ttp
://h
o
m
e.catv.n

e.jp
/kk/m

asaya/s
yab
o
n
/

活
動
日
時　

第
１
水
曜
日
、
第
３
日
曜
日

　

午
後
１
時
半
か
ら
４
時

　

�
０
４
５－
３
１
２－

１
１
２
１

活
動
場
所　

横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
２－

　

－

２　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ－

　

階

２４

１５

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談
室

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
兄
が
亡
く
な

り
悲
し
ん
で
い
る
家
族
に
ま
め

太
が
生
ま
れ
、
兄
の
死
と
ま
め

太
が
自
分
の
誕
生
に
つ
い
て
考

え
成
長
す
る
お
話
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